
いばらき気候市民会議企画チーム

● 2025年12月13日 いまココ会議2025

○ チームの歩みと成果、今後について



チームの紹介

● チームについて

○ 2023年5月に発足

○ 5名のメンバー

● メインの活動場所

○ 大阪府茨木市

● 共有目的

○ 弱い存在が大切にされる、持続可能な社会をつくる。（大きな目的）

○ 地域で市民が脱炭素政策に主体的に参加できる仕組みをつくる。

● 活動内容

○ 気候市民会議の企画をメインに、市民が行政などと脱炭素政策づくりを協働

する機会をデザイン・運営する。

○ 2年に1度のペースで気候市民会議を開催し、その間は定期的にワークショッ

プを企画する。



タイムライン

時間

成果

チーム作り

チーム活動
start

ゴール1

継続的な活動

次のステップ

●パブコメ勉強会
●2024.1
●述べ20名参加
●100件弱の意見提出！

ゴール2

●気候市民会議
●2024.12
●35名参加
●市民と研究者が主催
●提言書を提出

●報告イベント 2025.1
●提言書を市長に提出2025.5
●再エネWS 2025.10

●大学の先生2人と繋がる。
●実行委員会の結成
●環境政策課や環境省などの関
係機関と相談・調整

成果や生まれた変化
政策面の成果
●再エネ電力への切替に対する奨励金の制度が新設。
●公共施設のZEB化の調査が始まった。
●事業者向けの脱炭素セミナー・ワークショップが開催。

議会などの変化
●環境審議会で、パブコメ意見を評価する意見が続出。
●ここ数年で初めて、正面から、脱炭素政策についての質
問がなされた。

●ミニ気候市民会議
●2023.8～
●述べ30人参加

●気候市民会議
●2026.12
●50名目標
●学校など多方面と連携
を目指す。

市民が脱炭素政策
づくりに、実質的
に参加できる機会
を作る。

●2023.5 発足



これまでの活動の振り返りと今後の戦略

チームの成長
チームとしてできるようになったこと、
チームメンバーや関わる人数の増加など

問題の解決
どのような具体的な変化を起こせたか

ゴールの達成にどう近づいたか

今後の戦略
どのような具体的な変化を起こしたいか
戦略を進めていくうえでの課題は何か

● 市民とのつながり
● 市役所とのつながり
● 専門家とのつながり

● パブコメへの意見提出や、
気候市民会議の開催を通し
て、自治体とのコミュニケ
ーションの機会をたくさん
作った。

● 気候変動政策や議会質問で
は、変化が生まれた。

● 気候市民会議の枠にとらわ
れない、斬新な、脱炭素政
策づくりへの実質的な市民
参加の機会を設計していく。



気候市民会議2024チラシ
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